
労
働
保
険(

労
災
保
険
と
雇
用
保

険)

は
、
労
働
者
を
１
人
以
上
雇
用

す
る
、
す
べ
て
の
事
業
主
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す(

農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
く)

。

事
業
主
や
労
働
者
の
意
向
に
関
わ

ら
ず
、
加
入
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
労
働
基

準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

大
館
労
働
基
準
監
督
署

1
42
―
４
０
３
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

1
42
―
２
５
３
１

大
館
北
秋
商
工
会
と
か
づ
の
商
工

会
の
主
催
で
、
経
営
革
新
に
意
欲
的

な
事
業
所
を
対
象
に
、
経
営
革
新
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

講
義
や
事
例
発
表
の
ほ
か
、
中
小

企
業
診
断
士
や
、
経
営
指
導
員
が
、

個
別
に
経
営
革
新
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。

受
講
料
・
無
料

と
　
き(

全
２
回)

10
月
４
日(

火)

、
11
月
１
日(

火)

10
時
〜
17
時

と
こ
ろ

大
館
北
秋
商
工
会
花
矢
支
所

大
館
北
秋
商
工
会

1
55
―
０
４
０
６

同
田
代
支
所
　
1
54
―
２
２
５
６

同
花
矢
支
所
　
1
46
―
１
２
１
６

来
春
の
高
卒
者
を
対
象
と

し
た
、
学
卒
求
人
の
受
け
付

け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
へ
の
就
職
希

望
者
に
対
し
、
そ
の
求
人
数

が
大
幅
に
不
足
し
て
い
て
、

地
元
就
職
を
希
望
す
る
生
徒

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
厳
し

く
、
就
職
先
の
選
択
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
優
秀
な
人
材
の
確

保
と
、
若
者
の
地
元
定
着
に

よ
り
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を

つ
く
る
た
め
、
学
卒
求
人
の

早
期
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

1
42
―
２
５
３
１

建
設
現
場
で
働
く
方
々
へ
の
退
職

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
で
定
め
た

制
度
で
あ
る
た
め
、
安
全
・
確
実
で

す
。
ま
た
掛
け
金
の
一
部
を
国
で
助

成
し
て
い
る
た
め
、
事
業
主
が
支
払

う
掛
け
金
は
、
損
金(

法
人
の
場
合)

や
必
要
経
費(

個
人
の
場
合)

と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
は
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
退
職
金
の
試

算
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求

な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

ア
ド
レ
ス

w
w
w
.kentaikyo.taisyokukin.

go.jp/

建
設
業
退
職
金
共
済
事

業
秋
田
支
部
　
1
０
１
８
―

８
２
３
―
５
４
９
５

仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
演
の

ほ
か
、
男
性
育
児
休
業
取
得

者
の
体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き
・
10
月
27
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

(

秋
田
市
中
通
７
―
２
―
１)

主
な
内
容

講
　
演

テ
ー
マ

「
仕
事
と
育
児
の
両
立
が
し
や
す

い
職
場
づ
く
り
を
」

講
　
師
・
上
手
康
弘
氏

(

㈱
カ
ミ
テ
代
表
取
締
役
社
長)

事
例
発
表

㈱
カ
ミ
テ
で
初
の
男
性
育
児
休
業

取
得
者
の
体
験
発
表

秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
４

育
児
休
業

は
、
子
供
の
人

生
の
船
出
に
参

加
出
来
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
直
す
、
良
い
機
会
で
す
。
お

父
さ
ん
も
、
我
が
子
と
じ
っ
く
り
と

向
き
合
う
時
間
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。県

で
は
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

を
促
進
す
る
た
め
「
お
父
さ
ん
の
育

休
」
促
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業
で
の
研
修
へ
講
師
を
派
遣

男
性
の
育
児
参
加
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
企
業

に
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

奨
励
金
を
支
給

研
修
を
実
施
す
る
企
業
で
、
男
性

従
業
員
が
20
日
以
上
の
育
児
休
業
を

取
得
し
た
場
合
に
、
事
業
主
に
20
万

円
、
育
児
休
業
所
得
者
に
５
万
円
の

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

県
労
働
政
策
課

1
０
１
８
―
８
６
０
―
２
３
０
２

申
・
問

問

申
・
問

問 申
・
問

申
・
問

市
役
所

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所

３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所

１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１

３
３
１
１�

54

55

49

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１�

54

55

49
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総
合
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
高
年
の
皆
さ
ん
か
ら
、
就
職
の
お

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
　
き
・
毎
週
日
曜
日
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

若
年
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

北
部
サ
テ
ラ
イ
ト(

い
と
く
大
館

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
３
階)

※
予
約
制
で
す
。

総
合
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

7
０
１
２
０
―
49
―
８
６
０
９

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
国

勢
調
査
を
行
い
ま
す
。
す
で
に
国
勢

調
査
員
が
各
家
庭
に
調
査
票
を
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
国
勢
調
査
は
、
国
内
の
す
べ
て
の

か
た
を
対
象
に
し
て
い
る
統
計
調

査
で
、
統
計
法
に
よ
り
回
答
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
厳
重
に
保

護
さ
れ
、
集
計
後
の
調
査
用
紙
は
、

溶
解
処
理
さ
れ
ま
す
。

※
集
計
結
果
は
行
政
施
策
に
反
映
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

企
画
振
興
課(

内
線
２
６
９)

問 申
・
問

「
10
月
は
労
働
保
険
適
用

推
進
月
間
」
で
す

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

あ
な
た
の「
ヤ
ル
気
」を
支
援

経
営
革
新
講
座
を
開
催

求
人
の
早
期
提
出
を

10
月
は
「
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
の
加
入
促
進
月
間
」
で
す

仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
考
え
ま
せ
ん
か

応
援
し
ま
す
！

「
お
父
さ
ん
の
育
休
」

就
職
の
お
悩
み
、
困
り
ご
と
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

５
年
に
１
度
の
統
計
調
査

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を


